
法規制の改正
（特化則の取締り強化・RoHS改正）
作業環境に関するご提案（換気設備）



法規制について

健康

安全

環境

『塗料』は様々な化学物質が含有しています。

【化学物質を考えるポイント】

1. 化学物質は多くの種類があり、それぞれの有用な性質を利用して様々な用途に使われており、私たちの生活
や事業活動にとって不可欠な存在となっている。

2. 化学物質の中には、人に対しては発ガン性や慢性毒性を有するものもあり、また野生生物に対しては環境ホ
ルモン作用などの有害な性質が懸念されるものもある。

3. 化学物質を扱うときはそれぞれのメリット・デメリットを理解して環境・健康・安全に配慮して使用する必
要がある。



塗料業界に関係する法規制

化学物質の有用性を活かし、健康被害や環境汚染などを防ぐために、化学物質に関する様々な法令で規制が行
われています。

【製造、輸入、取り扱い等に関する規制】

 労働安全衛生法
 毒物及び劇物取締法
 農薬取締法
 薬事法
 高圧ガス保安法
 消防法
 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律

【環境への排出、廃棄、汚染防止対策等に関する規制】

 大気汚染防止法
 水質汚濁防止法
 土壌汚染対策法
 ダイオキシン類対策特別措置法
 廃棄物の処理及び清掃に関する法律
 特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確

保等に関する法律

吸入・経口慢性毒性 発ガン性 急性毒性 感作性 生殖／発生毒性

塗料に関しては今後も規制が強化されていく！



労働安全衛生法：有機溶剤中毒予防規則
昭和47年9月30日 「労働省令第36号」 ⇒ 有機溶剤の安全基準を定めた規則

※ 有規則の対象となる有機溶剤は５４種類です。



有機溶剤の『含有』・『非含有』の見極め
基本的に一部の水性塗料を除いて、多くの塗料には有機溶剤が含有されています。
そのため塗料を扱う際には有機溶剤中毒予防規則を遵守する義務があります。

詳細はＳＤＳ（安全データシート）にてご確認ください。



労働安全衛生法：特定化学物質障害予防規則
昭和47年9月30日 「労働省令第39号」 ⇒ 特定化学物質の安全基準を定めた規則

※ ガン等の慢性障害を引き起こす物質や、大量漏洩などで急性中毒を引き起こす物質を規制するもの。



ここ数年の特化則の改定状況
改正年月 施工年月 改正物質

平成１９年１２月 平成２０年３月１日 ホルムアルデヒド，1,3-ブタジエン，硫酸ジエチル

平成２０年１１月 平成２１年４月１日 ニッケル化合物，砒素及びその化合物

平成２３年 １月 平成２３年４月１日
酸化プロピレン，1,1-ジメチルヒドラジン，1,4-ジクロロ-2-ブテン，1,3-
プロパンスルトン

平成２４年１０月 平成２５年１月１日
インジウム化合物，エチルベンゼン並びにコバルト及びその無機化合物
※ 溶剤系塗料の多くが対象となる。

平成２５年１０月 平成２５年１０月１日 1,2-ジクロロプロパン

平成２６年 ８月 平成２６年１１月１日

クロロホルム，四塩化炭素，1,4-ジオキサン，1,2-ジクロロエタン，
ジクロロメタン，スチレン，1,1,2,2-テトラクロロエタン，
テトラクロロエチレン，トリクロロエチレン，メチルイソブチルケトン
※ パテ、シンナー等が対象となる。

平成２７年 ９月 平成２７年１１月１日
ナフタレン，リフラクトリーセラミックファイバー
※ シンナー等が対象となる。

平成２８年１１月 平成２９年 １月１日 オルト-トルイジン

特化則の対象となる化学物質が増加している



労働安全衛生法施工令及び特定化学物質障害予防規則等の改正概要 ①
オルト-トルイジンが特定化学物質に追加（平成29年 1月1日施工）

オルト-トルイジンの有害性情報や、福井県の化学工場における膀胱癌発症事案に関する調査等を踏まえ、
職業癌などの予防の観点から、オルト-トルイジンに係わる規制が必要であるとの結論に至った。

改正の趣旨



労働安全衛生法施工令及び特定化学物質障害予防規則等の改正概要 ②
経皮吸収対策（平成29年 1月1日施工）

福井県の化学工場における膀胱癌発症事案に関する調査等において、オルト-トルイジンが労働者の皮膚に
接触し、長期間にわたり労働者の皮膚から吸収されていたことが示唆され、経皮吸収による職業癌発生を
防止する必要があるとの結論に至った。

改正の趣旨



経皮吸収による障害のおそれがある場合に、
保護衣等の使用が義務となる特定化学物質
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法令の詳細（一部抜粋）

1. 局所排気装置またはプッシュブル型換気装置を設けなければならない。

2. 作業環境測定の実施（年２回の実施）

3. 作業主任者の選任

4. 健康診断（６ヶ月以内毎に１回）

5. 保護具の着用

6. 注意事項の掲示・表示

有機則・特化則における実施項目（義務）



法令措置を怠った場合の罰則

特定化学物質障害予防規則有機溶剤中毒予防規則

※罰則については、【労働安全衛生法】の罰則適用

労働安全衛生法 第119条・120条等に定められた法律に違反すると

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S47/S47HO057.html

労働安全衛生法の詳細は↓

６ヶ月以下の懲役または５０万円以下の罰金

このような刑事刑以外にも、死亡等の重大災害の場合には損害賠償を
請求されるケースがあります。（安全配慮義務違反） → 7,000万円の賠償



～ 作業環境のご提案（換気設備について）～



局所排気装置・プッシュプル型換気装置の設置義務

特定化学物質障害予防規則有機溶剤中毒予防規則



局所排気装置



プッシュプル型換気装置



局所排気装置では、作業点が測定値より
遠くなると予防規則に適合しません！

局所排気装置



プッシュプル型換気装置



作業環境の改善には、局所排気装置 → プッシュプル換気装置へ

お困りの際は、イサム塗料にご相談ください！！



～ RoHS指令について ～



RoHS指令とは・・・

廃電気・電子機器の処理を行うときに、人と環境に影響を与えないように、電気・電子機器に
有害物質を非含有とさせることを目的とした欧州連合（EU)による指令。

ＥＵ加盟国内では以下の物質が指定値を超えて含まれた電機・電子機器を販売できない。

• 鉛：1,000ppm以下
• 水銀：1,000ppm以下
• カドミウム：100ppm以下
• 六価クロム：1,000ppm以下
• ポリ臭化ビフェニル（PBB）：1,000ppm以下
• ポリ臭化ジフェニルエーテル（PBDE）：1,000ppm以下

2003年2月に公布
2006年7月施工



ＲｏＨＳ１（旧RoHS指令）
（2006年）

ＲｏＨＳ２（改正RoHS指令）
（2011年）

条約 アムステルダム条約 リスボン条約

ＷＥＥＥ指令との関係 スコープはWEEE指令を参照 WEEE指令と完全分離

対象製品 カテゴリー1～7と10 全ての電気電子機器

適用除外製品 2件 10件

禁止物質
6つ（Pb，Hg，Cd，Cr6＋，PBB，
PBDE）

6つ（Pb，Hg，Cd，Cr6＋，PBB，
PBDE）

禁止物質の追加 言及なし 最初3年以内に検討、以降は定期的に

適用除外用途 Annex
Annex Ⅲ
Annex Ⅳ

適用除外用途の有効期限 4年
カテゴリー1～7と10：最大5年
カテゴリー8～9：最大7年

ＲｏＨＳ適合証明方法 言及なし CE宣言書及び技術文書作成保管

RoHS指令の改正による比較



ＲｏＨＳ指令改定による対象製品カテゴリー

カテゴリー 適用開始

1. 大型家庭用電気製品

2006年7月1日

2. 小型家庭用電気製品

3. ＩＴ及び通信機器

4. 民生用機器

5. 照明装置

6. 電気電子工具

7. 玩具、レジャー・スポーツ用品

8. 医療機器 2014年7月22日

対外診断用医療機器（ＩＶＤ） 2016年7月22日

9. 監視及び制御機器 2014年7月22日

工業・産業用監視及び制御機器 2017年7月22日

10. 自動販売機 2006年7月1日

11. 上記カテゴリーに入らないその他の電気
電子機器

2019年7月22日

【補足】
適用開始日以降に非RoHS適合品は
上市できないため、それまでに
規制対象物質を含有しない製品にす
る必要がある。



ＲｏＨＳ指令への追加規制物質（４種）

2015年6月4日付のＥＵ官報「COMMISSIN DELEGATED DIRECTIVE (EU)」において４物質がＲ
ｏＨＳ指令に追加されることが公表された。 ⇒ 2019年7月22日から規制

• 鉛：1,000ppm以下
• 水銀：1,000ppm以下
• カドミウム：100ppm以下
• 六価クロム：1,000ppm以下
• ポリ臭化ビフェニル（PBB）：1,000ppm以下
• ポリ臭化ジフェニルエーテル（PBDE）：1,000ppm以下

• フタル酸ビス２-エチルヘキシル（DEHPまたはDOP）：1,000ppm以下
• フタル酸ブチルベンジル（BBP）：1,000ppm以下
• フタル酸ジブチル（DBP）：1,000ppm以下
• フタル酸ジイソブチル（DIBP）：1,000ppm以下

10物質

※ 今回追加となったフタル酸エステルはラッカー塗料の可塑剤として使用されている。



大手電気・電子メーカーのスケジュール

電機・電子メーカー 禁止物質化の期日

パナソニックグループ 2018年7月22日

日立グループ 2019年1月

東芝グループ 2017年1月1日

ＳＯＮＹ 2018年4月1日

＜出展＞（いずれもホームページに公表されているものを紹介しています）
化学物質管理ランク指針（製品版）Ｖｅｒ.10への改訂とお願い事項について パナソニック株式会社 品質・環境本部

2016年6月1日
グリーン調達ガイドライン（Ｖｅｒ.8.3 2016年9月改訂版） 日立グループ
グリーン調達ガイドライン（4.1版） 2015年2月1日 東芝グループ
部品・材料における環境管理物質 管理規定（SS-00259 第14版 一般公開版） SONY



規制によって予想される混乱

• 電気・電子機器のセットメーカー（最終需要化）はすべての部品を期日
（2019年7月21日）までにRoHS対応させなければならない。

⇒ 部品メーカーへのRoHS対応の前倒し要求

部品メーカーは指定をとる必要があり、さらに前倒しで川上メーカー

への対応を要求

⇒ フタル酸エステル類不使用品への代替提案要求

代替提案要求は既存メーカーに来るとは限らない

ある日突然、今まで流れていた製品が止まることも充分ありうる

逆に潜在需要として掘り起こすことにより、新たな顧客獲得のチャンス



当社のラインナップの対応状況
特化則 ＰＲＴＲ ＲｏＨＳ 特化則 ＰＲＴＲ ＲｏＨＳ

イサムラッカー

× × ×
エポロ500

× × ○
ＰＲＴＲアクリル
ラッカー ○ ○ ○

ハイアート3000

× × ○
ニューサンスピード

× × ○
ハイアート5000

○ ○ ○
アクリフレックス

× × ○
ハイアートCBエコ

○ ○ ○
ユニプラＰＰエコ

○ ○ ○
ハイアートNEXT

○ ○ ○



当社のラインナップの対応状況



法令関連のまとめ

有機溶剤中毒予防規則

特定化学物質障害予防規則

リスクアセスメント

改正ＲｏＨＳ指令

従業員（労働者）の健康と安全を守るための規則

電気電子機器のリサイクルを促進するための規則

塗料業界として、ただ塗料を販売するのではなく、

『塗料の正しい使用方法・管理』・『塗料の環境への影響』等

ご理解をお願いいたします。

労
働
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全
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お知らせ



お知らせ
内装用光触媒塗料 エアフレッシュが

「健康科学ビジネスベストセレクションズ」を受賞しました！！


